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愛南町議会総務文教常任委員会会議録

令和４年１月２０日（木）

議員協議会室

（１）所管事務調査

　□「へき地における学校教育の調査研究について」
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〇尾崎副委員長 皆さん全員おそろいですので、ただいまから総務文教常任委員会を開催いたした

いと思います。開催に先立ちまして、委員長より御挨拶がございます。 

○石川委員長 急遽、総務文教常任委員会を開催したところ、全員の御参加をいただきまして、誠

にありがとうございます。本日が委員会として第１回目と、年が変わって１回目ということで、

皆さんにおかれましては、年始はオミクロン株もなくて、穏やかな年始をお過ごしされて、ゆ

っくりされたんじゃないかなというふうに思います。 

しかしながらこういう状況になりまして、急遽、１月１４日、それと１月２１日の視察を延

期させていただきました。この延期に際しまして、副委員長には相談させていただいたんです

が、皆さんには御相談させていただけていなくて、非常に申し訳ないなというふうに思います

が、こういう状況下ということで御理解をいただいたらというふうに思います。 

本日は延期したことに関して、今後の進め方について、皆さんの御意見を伺っていきたいな

というふうに思っておりますので、よろしく審議のほど、よろしくお願いします。 

○尾崎副委員長 これより委員長、取りまとめ、お願いいたします。 

○石川委員長 それでは、１月１４日の現地視察、福浦小学校、家串小学校ということで、感染警

戒期になったために延期させていただきました。まだ日程は未定ではございますが、今回の視

察の急遽の中止に関しまして、給食については、費用徴収はないということで、何とか対応い

ただいたということですが、１月１４日、現地調査について、今後どういうふうに進めていっ

たらいいのか、御意見いただいたらと思います。 

   池田委員。 

○池田委員 今のコロナの、オミクロン禍の状況を見定めんと、まだちょっと現地調査、視察って

いうのは控えたほうがいいんじゃないかと思います。 

それからもし、可能かどうかちょっとあれなんですが、福浦小学校、家串小学校に関しては、

校長先生とか主だった先生方の意見を、この間質問出したんで、その意見を伺うことはできる

かなと。もしできれば、ちょっと準備等もあるとは思うんですが、今後のあれとして、リモー

トっということも、リモートで行うっていうことも、ちょっと考えることも必要だと思います。 

○石川委員長 事務局、リモート会議は可能なんですか。福浦小学校、家串小学校、この委員会を

つないでということにはなるんですけど。 

   本多事務局長。 

○本多事務局長 まず、委員会をリモートで開催することについては、条例を改正する必要があり

ますので、それはできません。 

で、あと、タブレットについても、今の段階では、リモートできるようなアプリが入ってお

りませんので、それはちょっとできないかなと思っております。なお……。 

○石川委員長 いやいや、これには入っていないかもしれんけど、例えば今、ズームなんかで庁舎

内でやっているようなリモート会議ができるかどうかということになるんですけど。技術的な

話と、条例の話と。条例の話は分かりました。条例の話は、例えば委員会として開くのか、協

議会として開くのかということで、多分そこの部分は逃げれる可能性はあると思うんですけど、

技術的にもうそんなに難しくないんじゃないかなというふうに思うんですが。いったらまあ今

の質問事項に対して、リモート会議で回答を頂くと、協議するという形であれば、できないこ

とはないんじゃないかなと。 

   本多事務局長。 

○本多事務局長 先ほどの委員会の開催をリモートできるかどうかという辺りについては、先ほど

言ったような形で、条例の改正が必要となります。ただ、委員会協議会という形で、別の形で

したらもちろんそれは可能です。 

あともう一点、技術的な問題なんですけども、今現在は、皆様のタブレットのほうには、そ

ういったリモート会議できるようなアプリが入っていないっていうのは先ほど御説明したと
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おりです。 

ただ、学校側についても、おそらくそういった技術的な問題があろうかなと思っています。

ただ、開催方法については、例えば、皆さんがここに集まってもらって、で、学校側について

もそれぞれ、そういった技術的に可能な端末を置いてっていうことでしたら、可能かなとは思

うんですけども、ちょっと技術的な面については担当のほうに聞かないと分かりませんので、

今の回答は私の個人的な意見ということで聞いていただきたいと思います。 

以上です。 

○石川委員長 今、説明があったとおり、技術的な部分をクリアできれば、開催は可能だというこ

とで、今現時点では、各小学校を担当に確認できていないということなんですが。一応、どう

しましょうか、それを、確認を待って日程を決めるという手はあるんですけど。 

それとも、もう一つは、全くこれをスライドさせて、継続審査にするか、もしくは収まる時

期を見計らってもう一回、２月にやるかどうかということをもう一回委員会開いて、決めてい

くかという、今３つぐらいのオプションが、選択肢があるんじゃないかなというふうに思いま

すが。 

   原田委員。 

○原田委員 コロナがいつ収まるか本当にこれ分からないんで何とも言えんのですけど、やっぱり

もうこれ、コロナが落ち着いた時点で、改めてこの２つの小学校に出向いていって、そこで協

議したほうがいいんじゃないでしょうかね。リモートよりも。 

○石川委員長 金繁委員。 

○金繁委員 あの条例、すいません、話、別になりますけど、条例はどこの部分になるかちょっと

教えていただいてもいいですか。 

○石川委員長 本多事務局長。 

○本多事務局長 まず一つ、ちょっと誤解があるかもしれないので、確認をさせていただきます。

リモートの開催についてということで、条例改正が必要だという発言をさせていただいたんで

すけども、それは、今みたいな形で皆さんが集まって、例えば校長は学校で、それをネットで

つないで会議をするということでしたら、それは問題ないです。 

ただ、皆さんがこういった形で一同に集まらずに、例えば御自宅でいるとか、そういった形

での委員会の開催は、条例上、改正が必要だということで理解をしていただきたいと思います。

ちょっと説明足らずなとこありましたので、一点そこを説明させていただきます。 

○石川委員長 委員会として一同に集まってリモート会議を開くのは、条例を改正しなくてもいい

という理解でいいですか。 

   本多事務局長。 

○本多事務局長 はい、その理解でよろしいかと思います。 

○石川委員長 金繁委員。 

○金繁委員 それでしたら、執行部のほうも毎日、職員の皆さんここに来て仕事をされていますの

で、議会だけ仕事をしないというわけにはいかないですし、これ、コロナ、２月ぐらいから流

行って、１月ぐらいから流行ってきて、夏ぐらいまで前回は警戒されていたと思います。です

のでこれ、いつまでできるかどうか分からないので、もうこうやって集まってできるのであれ

ば、そして学校のほうが可能であれば、学校とこことのリモートでしてはいかがでしょうか。 

○石川委員長 尾崎副委員長。 

○尾崎副委員長 可能であればリモートということもあるんですけれども、私は実際に学校に出向

いていってみないと分からない、肌で感じない部分があるので、できたらコロナも過去の経過

を見ると波がありますので、次の下がった機会を捉えて、まとめて学校視察、それと山村留学

センター、まとめてやりたいなというのが私の個人的な希望であります。 

○石川委員長 那須委員。 
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○那須委員 私も同じような考えで、継続審査をもう視野に入れながら、やっぱり現場に行かない

と現地調査の意味は全くなさないわけで、実際に行くべきだと思いますので、そう考えると３

月の定例会の前の２月いっぱいには済まさないといけないということがありますから、その１

か月でなかなか前見えないので、継続審査を視野に入れておいたらどうですか。 

○石川委員長 吉村委員、何か御意見があれば。 

○吉村委員 どっちでもいい。落ち着いてからのほうが、できればいいでしょう。 

○石川委員長 それでは、いつ収まるか分かりませんが、一度、２月に委員会が開けるようであれ

ば開いて、そのときに継続するかどうかというのも含めて決めていきたいと思いますが、いか

がでしょうか。まあ急激に立ち上がったら、このオミクロン、急激に立ち上がったら急速に落

ち着くというような話もあるんで、２月、ただ２月末までにまとめ上げるのはちょっと難しい

んじゃないかという気はしていますが、基本的にはもう継続審査にそのときはせざるを得んと

は思うんですけども、落ち着いた段階でもう一回委員会を開いて、決めさせていただいたらな

というふうに思いますが。 

ただ、今朝の朝礼でも事務局長が言われていたんですけど、早く予算を確定せないかんので

っていう話もあるんで、ちょっとその辺りからすると、ちょっと継続審査にせざるを得ないの

かなという気はしとるんですが。 

（「いつまででした」と言う者あり） 

○石川委員長 今日まででいいです。 

（発言する者あり） 

○石川委員長 継続審査にしといて、ほんで２月に開けるようであればもう一回開いて、日程を再

調整する。もう継続審査という形にしといて、で２月に開けるようであれば開いて、１番も２

番も決めていきたいなと思いますが、それでよろしいですか。 

（「いいです」と言う者あり） 

○石川委員長 それではそういうことで、継続審査ということで、２月に開ければもう一回開いて、

再度調整するということで決まりましたので、よろしくお願いします。 

２のその他、何かありましたら。ないようでしたら終わりたいと思いますが、よろしいです

か。 

（「はい」と言う者あり） 

○石川委員長 じゃあ、総務文教常任委員会、終わりますので。ありがとうございました。 

 

 

 

委員長 


